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❖編集後記

Editor's note

▼雄武フォトコンテストの受賞作品
が先月発表されました。どの作品も
一瞬のシャッターチャンスを捉えて
いて、作品を見ていると、とても勉
強になります。私も良い写真が撮れ
れば来年は応募してみたいと思いま
す。受賞作品は町観光協会ホームペー
ジなどで見ることができます。（大辻）

雄武町民わたしたちは、オホーツクのきびしい
自然を生かし、父祖・先人の労苦を感謝しながら、
郷土愛にみちた町づくりと、ひとりひとりのしあわ
せのため、 ― すこやかに、なごやかに、まめやか
に ― 励まし合い、希望と自信をもって、生きが
いある生活につとめ、たしかな未来につながる信条
をかかげて、朝夕守りとおすことを誓い合います。

雄 武 町 民 憲 章 （ 町民の誓い ）

一、自然を生かし、住みよい環境をつくります。
一、きまりを守り、明るい社会をつくります。
一、ともに助け合い、楽しい職場をつくります。
一、元気に働き、豊かな家庭をつくります。
一、希望に生き、たくましい雄武町民となります。

 昭和 46 年 3 月 19 日制定

雄武町役場 建設水道課 下水道係

   横
よ こ み ち

道 史
ふ み や

也さん（日の出仲町）

Fresh Talk
～ フレッシュトーク ～

「
小
さ
い
頃
か
ら
、
自
然
や
物

づ
く
り
好
き
で
し
た
」
と

話
す
の
は
、
４
月
か
ら
雄
武
町
役
場

に
採
用
に
な
り
建
設
水
道
課
で
働
く

横
道
さ
ん
。
大
学
で
は
社
会
環
境
工

学
を
専
攻
し
、
道
路
や
河
川
、
都
市

空
間
な
ど
の
社
会
基
盤
施
設
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
。「
大
学
で
学
ん
だ

知
識
や
経
験
を
活
か
せ
る
仕
事
に
就

き
た
い
」
と
考
え
て
い
た
と
き
に
、

雄
武
町
の
職
員
募
集
を
見
か
け
た
の

が
就
職
の
き
っ
か
け
で
し
た
。

「
実
際
に
働
い
て
み
る
と
一
年
目

と
い
う
こ
と
で
学
ぶ
こ
と
が
多
く
大

変
で
す
が
、
そ
の
分
、
学
校
で
学
ん

だ
事
が
役
立
っ
た
と
き
や
、
新
し
い

こ
と
を
覚
え
て
、
自
分
の
知
識
・
経

験
に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
た
瞬
間
が

嬉
し
か
っ
た
で
す
」
と
こ
れ
ま
で
の

業
務
を
振
り
返
り
ま
す
。

「
今
の
業
務
は
町
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

の
一
部
で
あ
る
下
水
道
に
携
わ
る
業
務

で
す
。
下
水
道
は
町
民
の
皆
さ
ん
の
生

活
を
良
く
す
る
施
設
で
あ
り
、
自
然
豊

か
な
雄
武
町
の
公
共
用
水
域
を
守
る
重

要
な
施
設
で
も
あ
る
の
で
、
維
持
管
理

や
工
事
の
発
注
に
携
わ
れ
る
こ
と
に
や

り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
」「
業
務
に

つ
い
て
知
識
を
深
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
の
で
、
下
水
道
に
関
す
る
資

格
を
取
得
し
て
み
た
い
で
す
」
と
次
の

目
標
を
語
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

そ
し
て「
体
を
動
か
す
こ
と
が
好
き
」

と
話
す
横
道
さ
ん
は
小
学
２
年
生
か
ら

サ
ッ
カ
ー
を
続
け
て
お
り
、
今
も
職
場

の
同
僚
と
週
に
１
回
フ
ッ
ト
サ
ル
を
し

て
い
ま
す
。「
今
後
は
釣
り
や
山
菜
採

り
な
ど
雄
武
町
の
自
然
を
楽
し
ん
で
い

き
た
い
で
す
」
と
私
生
活
も
充
実
し
た

好
青
年
で
し
た
。

▼寒さが増す 11 月、我が家の暖房
も稼働中。そんな寒さの中、唯一嬉
しいのが猫の存在です。膝の上、肩
の上、しまいには風呂場にまでつい
てくる猫はとても温かく、何よりも
幸せな瞬間です。まあ、猫は猫で飼
い主をちょうどいい暖房だと思って
いるのかも知れませんが…。( 内宮）


